
「女性の活躍による経済活性化」行動計画～働く「なでしこ」大作戦～ 

 Ⅰ 男性の意識改革（社会全体の意識改革を含む） 
◇ 女性の活躍促進の「見える化」総合プランの策定・推進 

 消費者、就職希望者、市場関係者に対し、企業の女性の活躍状況の可視化を促進する取組を「見える化」総合プランとして2012
年末までに策定 

 ・ 行政のウェブサイトを活用した経営トップの方針、企業の女性活躍の状況や向上のための取組について、企業の情報開示の促進 
－ 企業の情報開示を強力に推進する（約5,000社を目標） 
－ 開示情報の一覧性や業種ごとの比較を容易とする仕組みを作る 
－ 「女性の活躍促進・企業活性化推進営業大作戦」（後掲）で、企業にとってのメリットも説明しつつ、企業の参加を促す 
－ 大学のキャリアセンターとの連携（就職希望者への「見える化」。人材確保等、企業にもメリット） 
 

 ・ 女性の活躍状況の「見える化」に向け、企業の女性活躍に関する指標等の公表に係る資本市場における企業の取組を促す方策に
ついて、例えば有価証券報告書や取引所のガイドライン、IR資料など公表方法の在り方を含め、2012年中に総合的な検討を行う 

 
◇ 政府を挙げて企業や団体に直接的に働きかけ 
 （女性の活躍促進・企業活性化推進営業大作戦の実施） 
   ２万社以上を目標に働きかけ、取組企業数１万社以上、情報開示企業数5,000社 
 

 Ⅱ 思い切ったポジティブ・アクション 

◇ 女性の活躍「見える化」総合プランの策定・推進（再掲） 
 
◇ 我が国の女性の就業率は先進諸国の中で低い水準であるが、特に高等教育を受けた女性の就業率（日本66％）がOECD平均
（82％）を大幅に下回る状況を踏まえ、女性が能力を最大限に発揮できるよう総合的な施策を実施 
・ メンター（女性社員の相談・サポートをする社員）や、ロールモデル（キャリア形成での目標となる社員）の育成・支援 

 Ⅲ 公務員から率先して取り組む 
◇ 略 

（抜粋） 

【ロールモデル】 
  豊富な職務経験を持ち、 
  模範となる社員 

【メンター】 
 後輩から相談をうけ、 
 問題解決に向けサポート 

相談 

助言・指導 

【若手社員】 

平成24年６月22日「女性の活躍
による経済活性化を推進する関係
閣僚会議」決定 

 参考資料 



女性の活躍促進・企業活性化推進営業大作戦目標値 

１ 

25年度 26年度 27年度 

3,000 6,000 6,000 21,000 

③ 女性管理職比率などの情報開示や取組についての宣言を行う企業数 
500 1,500 ５,000 

23年度 

① 営業企業数 

31.7% 
④  ポジティブ・アクション取組企業割合 

7.2% 
⑤ 女性管理職比率 

6,000 

② ①のうち、ポジティブ・アクション取組企業数 
1,800 3,600 3,600 12,600 3,600 

24年度 

体制強化 
（先行実施） 

【新規目標値】 

10%程度 

40%超 
 

２ 

目標値 
（累積値） 

【既存の目標値】 

1,500 1,500 

＜別紙＞ 
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